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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

屋市教育委員会が、レシピ本
「芦屋の給食　オシャレな街
のおいしい献立」を5月に発売

した。芦屋市の学校給食は、校内に調理
施設を持つ自校式給食で、かつ市内の9
校ごとに献立が違う自校献立となってい
る。各校に1名栄養士を置き、学校ごとに
オリジナルの献立を作っているのは珍し
い。ソースやルウ、ジャム、ふりかけにデザ
ートまで手作りにこだわり、市は「豊かな
食体験は、子どもたちの味覚と心を育む
教育」として、給食における食育に力を
入れている。今回、その集大成としてレシ
ピ本を発売。単なるレシピ本に留まらず、
食事のマナーや栄養士、調理員たちの
思いも入れ、芦屋市の給食に対する考
えが集約された内容となっている。
　また、地方創生事業のひとつとして、
地域活性化を願う側面も持つ。芦屋市
教育委員会の担当者は「この本を見て、
芦屋を出た人が芦屋を懐かしんだり、戻
ってきてもらえたら」と期待を寄せる。

芦

薬物乱用の防止
～「一度だけ」では済まない危険性～

【 兵庫県内の薬物情勢 】
□ 覚醒剤

協力：兵庫県警察

昨年兵庫県内の薬物事犯検挙人員の約７割を占め、特に依存
性が強く、継続的な乱用に陥る傾向が見られる。

□ 大麻 ここ数年検挙人員が増加傾向、初犯者や20歳代の割合が高
い。薬物の前科・前歴を有しない若年層が「タバコ感覚で乱用で
きる容易さ」から乱用に至る傾向が窺える。

□ 危険ドラッグ 平成27年２月末に兵庫県内の販売店舗を全店廃業させたが、
インターネット等を利用した無店舗・配達形式に移行しているとも
言われており、販売方法の巧妙化・潜在化が懸念されている。

兵庫県警は各関係機関と連携し、薬物の危険性や有害性への正しい認識と、「薬物乱用は許されない」と
いう強い意識、薬物乱用を拒絶する気運を醸成するとともに、供給の遮断に向けた取締りを推進している。

【 薬物乱用の危険性 】
薬物には、依存性や耐性があり、乱用により精神と身体の両面が致命的に破壊されて最悪の
場合死に至る。また、乱用者が薬理作用から幻覚、妄想等の精神障害に陥り、凶悪な犯罪や
重大な交通事故を引き起こしたり、薬物の購入資金を得るため犯罪を犯すなど、社会全体に弊
害を及ぼしている。  

学校給食レシピ本
芦屋市教委が発売

人口が減少するなか、移住人口の促進
や観光人口の増加、産業振興など、地方
活性化を目的に各自治体がさまざまな戦
略のもと魅力発信のためのシティプロモ
ーションに取り組んでいる。前編の今回は
神戸市、後編は西宮市、芦屋市の特徴
的な施策を取り上げる。

戸市では、平成27年度に策定
した「神戸2020ビジョン」にお
いて、若者に選ばれるまちを目

指し、「若者の神戸市への転入を増やし、
東京圏への転出超過2,500人を解消」と
いう目標を掲げた。その施策の一つが、

神戸市に移住を促進する取り組みだ。な
かでも特徴的なものは、平成27～28年度
に実施した移住体験事業『LIVE　
LOVE　KOBE（リブ・ラブ・神戸）』。これ
は、神戸で居住体験し、住みやすさを感
じてもらえるように企画されたもの。神戸
に移住を検討している兵庫県外在住者
を対象に、市が用意した物件に３泊～２
週間滞在。併せて「神戸の名店BARめ
ぐり」や「商店街めぐり」、「神戸の農ライ
フ体験」など、地元の市民が案内するツ
アーを企画し、単なる観光では発見でき
ない魅力を伝えた。多くの申し込みがあり、
神戸市の移住促進の取り組みが認知さ
れはじめた。今年度も若年層を対象に、
移住体験事業を実施する予定。

神戸市への移住を促進
シティプロモーション

『KOBE live+work（神戸 リブ・アンド・ワーク）』
http://kobeliveandwork.org/
移住体験者の体験レポートは、神戸市民が読んでも
新たな気づきがあって興味深い。

ジュンク堂芦屋店、三宮店、阪急西宮ガーデ
ンズ店ほか、全国の有名書店やアマゾン、芦
屋市役所でも購入可能。1,080円（税込）

旬や季節の行事も大切
にしている。食材は主に
兵庫県産を使用。自校献
立で仕入れは小ロットの
ため、少量生産の地元農
家から購入することもある
という。

精道小学校で出される
「スペシャル牛丼」。市
内の二つ星日本料理店
が監修しているとあって、
子どもたちにも人気のあ
るメニューのひとつ。

悩まず、まず相談を

覚醒剤110番 （０７８）３６１-０１１０
覚醒剤や薬物に関する悩みや、薬物乱用に関する情報は

出典 ： 28年度「ケータイ・スマホアンケート」及び
　　　 「インターネット夢中度調査」結果より
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■兵庫県 携帯電話の所有状況
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子どものスマホ事情
兵庫県と大阪府が実施した昨年度のアンケート調査によると、

スマートフォンの所有率は小学5、6年生で20％、中学生で50％、高校生では90％を超えた。

しかし普及率が高くなるにつれ、トラブルも増加。

子どもとスマホの問題は、家庭内にとどまらず社会的な問題になりつつある。

トラブル回避のために知っておきたい

　子どもにとっても
　スマホのメリットは大きい

マホは、子どもにとっても、もは
や生活の一部となっている。

大学生は授業の打ち合わせや就職活
動などでスマホを活用。中高生でも、勉
強アプリを活用したり、分からないことを
調べる辞書代わりとして使っている。また、
LINEなどのメッセージアプリは友達間の
重要なコミュニケーションツールだ。子ども
にスマホを持たせた理由について保護
者に話を聞くと、「家の電話がないので、
留守番をする子どもと連絡するときに便
利」「夜、塾に通っているので持たせると
安心」という意見が多かった。小学生の
子どもに持たせている保護者は、「子ども
の性格を踏まえたうえで信頼して持たせ
た。ルールとリスクを教え込み、親の管理
下で使用」「LINEは直接会って話せる
信頼関係のある友人間のみに限定」と
いう声もあった。スマホと子どもの問題を
研究する兵庫県立大学准教授の竹内
和雄氏は、「もはや今後は、スマホを持た
ないという選択肢はないでしょう。持つ前
提で、子どもたちに正しい使い方を教育
することが大切です」と話す。

　児童・生徒が巻き込まれる
　犯罪被害が年々増加

利な一方で、抱える問題も大
きい。一つは長時間利用だ。
昨年大阪府が小中高生約4

万人を対象に実施したアンケートによると、
スマホを所持する小中高生のうち、半数
近くの46.9％が一日3時間以上スマホを
利用していると回答。友達間のトラブルも
増加しており、兵庫県、大阪府ともに学校
の生徒指導案件のほとんどがスマホに
関わるものだという。
　また、親の知らないうちに課金している
ケースもある。LINEスタンプの購入など

ス
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は携帯電話会社からの自動引き落としに
なるが、少額であれば保護者も気づきに
くい。竹内氏は、「LINEのポイントを貯め
てスタンプを買うのも一種のアルバイトで
あり課金。ですが、アルバイトという意識
が親や本人になかったり、親がその事実
を知らないことが問題」と指摘する。
　最も問題視されているのが、コミュニテ
ィサイトに起因する犯罪被害だ。警察庁の
調査によると、被害児童数は2008年から
増加傾向にあり、2016年には全国で1,736
人と過去最多に。法律改正により取り締ま
りが強化され、出会い系サイトでの被害は
減少しているが、一方でTwitterなど身近
なコミュニティサイトでの児童買春や児童
ポルノの被害数が急増している。兵庫県と
大阪府の調査では、特に長時間利用する
傾向にある子どもの6～7割が、面識のな
い人とやり取りをし、2割が実際に会った経
験があると回答しており、危険と隣り合わ
せの現状が浮き彫りになった。保護者から
も「喧嘩の動画がクラスのLINEグループ
経由で他校まで拡散されていた」「子ども
が、学校名や本名をTwitterにあげてい
た」と個人情報の流出を不安視する声が
上がっている。

　スマホトラブルから
　子どもを守るための対策

害サイトをブロックしたり、時間
制限をかけられるフィルタリン
グの設定は必要、と竹内氏。

「設定がよく分からない」とフィルタリング
をしない家庭もあるが、まずは保護者が
スマホを正確に理解することが大切だと
いう。「スマホが悪いのではなく、子育て

の問題。スマホを購入する時点で、時間
やお金について親子でしっかりと話し合
い、ルールづくりをしてほしい」と話す。

　兵庫県と大阪府による
　活発な取り組み

庫県では、青少年愛護条例を
改正し、青少年のインターネット
利用に関するルールづくりの支

援を県内全ての人の努力義務とすること
を全国で初めて条例化。フィルタリング利
用を原則義務化し、啓発リーフレットを保
護者が必ず集まる中学校の入学式で配
布するなど、意識の向上を図っている。ま
た、スマホやネットをやめられない子どもを
対象とした4泊5日の「人とつながるオフラ
インキャンプ」を昨年から実施。プログラム
を通して人と自然と触れ合い、「リアル」の
楽しさを体験する場を提供している。今年
は8月16日～20日を予定。申し込み締め切
りは6月30日。詳しくは兵庫県青少年課ま
で。直通電話 078-362-3142
　大阪府では、2014年から「スマホサミッ
ト」を実施。昨年度は豊中市立第十二中
学校や摂津市立第三中学校など府内の
小中高14校が参加し、ワークショップなど
を通して子ども自らがスマホの適切利用
について考えた。その結果は府内の全校
にフィードバックされ、データが教育ツール
として授業に活用されている。また、子ども

への教育の取り組みを強化することで、そ
の保護者への啓発や興味喚起につなげ
たいという。

　家庭と社会が一つになって
　スマホの文化づくりを

内氏は「初めて自転車に乗る
子どもに交通ルールを教えるよ
うに、初めてスマホを持つ際に

はルールを教えることが大切。これからは
スマホの文化づくりが必要です」と話す。
スマホのルールづくりは最終的には家庭に
ゆだねることになるが、兵庫県や大阪府で
は、「所持率の高さを考えれば『家庭で解
決するもの』という段階を超えた」との認識
を示しており、社会全体でのルールづくりに
よる情報モラルの向上が重要としている。

出典 ： 28年度「ケータイ・スマホアンケート」及び
　　　 「インターネット夢中度調査」結果より

出典：警察庁HP「平成28年におけるコミュニティサイト等に
起因する事犯の現状と政策について」より
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今年より大手携帯電話会社のフィルタリングサービス名
が「あんしんフィルター for（キャリア名）」として統一されて
いる。学年を選択するだけで利用制限が自動でかかる簡
単設定やカスタマイズできる個別設定など、アプリをダウ
ンロードするだけで利用できる。無料だが申し込み手続き
は必要。利用時間の制限や利用状況の確認など、有料
オプションのある会社も。

大手携帯電話会社のフィルタリングについて

■年齢別の被害児童数の推移（コミュニティサイト）■面識のない人とLINE等したことがある人

▶兵庫県立大学准教授
　竹内和雄氏
インターネットやスマホに関す
る文科省や大阪府・兵庫県
の研究会委員などを務める。

▲昨年のオフラインキャンプの
様子。日常生活などを振り返り
話し合うほか、カヌーやシュノー
ケリングなど自然体験も。

▲一日１時間だけ「スマホ部
屋」で自由な使用が許可され
たが、利用したのは参加者14
名のうち2名程。多くの子が、
トランプや釣りなど、仲間と過
ごすことを選択した。

ネットで知り合った人と
実際に会ったことがある人

ネット利用する小中高の平均 依存傾向が高い生徒

▲スマホサミットに参加した子どもたちが作成した、スマホを適
切に使うための小学校低学年向け紙芝居の一部。「中学生の
私たちですら、いろいろトラブルがあるのに、小学生でどこまで安
全に使えているか、とても心配」というコメントも。
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移住体験事業の宿泊施設は、本来の居住・生
活環境に近いものとなるよう、北野や海岸通など
の一般のマンションを用意した。

　主催するスローフードユースネットワーク
（以下、SFYN）は、青年を中心とした世界
最大規模のネットワーク。「ディスコスープ」
を看板イベントとし、食品廃棄問題の啓蒙
活動をはじめとして、食の分野で社会に問
題提起している。2004年からヨーロッパを
中心にこの活動が広まった。日本にも東京
や京都、沖縄に支部があり、神戸は昨年
発足した。ディスコスープデーは、2012年
にドイツで初開催されて以降、世界各地で、
東京では昨年から毎月開催し、世界同日
の開催は今回が初めて。次回、神戸市単
独での開催は6月24日、青空ヨガイベントと
のコラボとなる予定だ。

廃棄野菜でおいしいスープを
神戸でディスコスープデー開催

食品廃棄問題を訴求するための
パネルを随所に設置。

本山シェフや学生ボランティア
たちとスープづくり。

4月29日、「ワールドディスコスープデー」が世界中で同日開催された。
世界100カ所以上、30カ国以上で開催され、日本からは神戸市と東京都が参加した。

【ディスコスープとは】
形が悪い、キズがあるなどの理由から廃棄されてしまう野菜類を使ってスープを作り、音楽やダンスなどを交えたディスコパーティの
ようなイベントにすることで、楽しみながら食料廃棄の問題を知り、学ぶきっかけにしてもらうことを目的としている。

　神戸を盛り上げる
　官+学生の熱い思い

戸市での開催は、SFYN神戸
の学生ボランティアが中心となっ
て企画。「世界のごちそう博物

館」の本山シェフを中心に、廃棄される予
定だった野菜や酒粕を使って酒粕スープ
を作り、学生バンドによる音楽とペイントライ

ブで盛り上げた。会場の横では、神戸市
共催のファーマーズマーケット「EAT 
LOCAL KOBE」が行われており、その流
れで訪れた人も多かった。途中、雨で中断
したため、200杯の販売予定は達成できな
かったが、中心メンバーの一人、神戸大学3
年生久保陽香さんは、「情熱と愛情を持っ
て野菜を育てる農家さんや農業のことを、
若い人にもっと伝えたい」。関西学院大学1
年生の岩本拓真さんは、「次世代の子ども
たちが自分で食材を見極められる世の中
にしたい」と熱く語る。
　後援した神戸市は、2015年に「食都神
戸2020」プロジェクトを掲げ、昨年には

SFYNの母体団体スローフードインター
ナショナルと連携事業を開始し、SFYN
神戸の設立へとつながった。担当者は、
「地元食材や事業者との融合で、神戸の
食文化も盛り上がれば」と、今後も協力し
ていく方針だ。

神
開催から3年目を迎える地産地消の青空市場、ファー
マーズマーケット。毎週開催することで、神戸の食が
暮らしの一部となる。


